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【背景】慢性の左室圧負荷は相対的心筋虚血状態を引き起こし、その結果、左室機能障害をもたらす。我々は
近年、低出力パルス波の超音波（LIPUS）がブタの慢性心筋虚血モデルにおいて、血管新生を促進させ、心
筋虚血を改善させることを報告している。 
 
	 【目的】本研究において、私は、LIPUS 治療が慢性の左室圧負荷心においても、心収縮機能障害を改善さ
せるかどうか検討した。 
 
	 【方法】横行大動脈縮窄（TAC）手術を施行して、マウスに慢性の左室圧負荷を与えた。LIPUS 治療は、
手術第 1 週は 3 回、全心臓に対して照射し、その後は週 1 回ずつ 7 週続けて治療を追加した。対照群には LIPUS
治療を除いた擬似治療を施行した。マウスの心機能は経胸壁心臓超音波検査により、術後 8 週まで評価した。
TAC 手術後、急性期と慢性期における左室のタンパク質と mRNA 発現を評価し、また術後 8 週における心臓
の病理組織学的評価を施行した。 
 
	 【結果】TAC 手術の 8 週間後、左室短縮率（LVFS）は対照群で低下していたが、LIPUS 群では有意に改
善していた（30.4±0.5 vs. 36.2±3.8%, P<0.05）。毛細血管密度は LIPUS 群で高く、血管周囲の線維化は対照
群と比較して、LIPUS 群で有意に減少していた（27.8±9.3 vs. 48.9±17.7%, P<0.05）。Hypoxyprobe で評価し
た相対的心筋虚血は、対照群と比較して、LIPUS 治療群で有意に減弱していた（P<0.05）。BNP と collagen 
III の mRNA の発現が LIPUS 群において有意に低く、VEGF, eNOS, HIF-1αのタンパク発現は Akt の活性
化と関連して、亢進していた（P<0.05）。また、ROCK2 のタンパク発現は有意に減弱していた（P<0.05）。
LIPUS 治療に関連した副作用は認められなかった。 
 
【結論】これらの結果は、LIPUS 治療が、慢性の左室圧負荷心において、血管新生の促進と血管周囲の線維
化の減弱を通して、収縮機能障害を改善させる事を示唆していた。以上より、LIPUS 治療は慢性の圧負荷に
よる心機能障害に対する、非侵襲的で有望な治療として期待される。 
